
FAX送付先：059-347-3511（地域連携課） 

専門・認定看護師 講師依頼用紙  

 

依頼日     年   月   日 

依頼者 

 

 

依頼者住所 

 

〒 

依頼者連絡先 （TEL） 

 

（FAX） 

実地場所 

 

 

名所： 

住所： 

電話番号： 

希望日時 

 

 

 

 

 

第１希望→   年  月  日  時  分～  時  分 

 

第２希望→   年  月  日  時  分～  時  分 

 

第３希望→   年  月  日  時  分～  時  分 

希望の講師・分野  

 

 

希望講師の選定

理由・研修希望内

容 

 

 

 

 

 

 

 

対象者 

 

人数：     名程度     

年齢：    歳から     歳 

職種： 

 

講師料・交通費  

 



【依頼方法】 

１．2ヶ月以上前に「専門・認定看護師 依頼用紙」を FAX送付してください。 

２．講師決定後、地域連携課より講師決定の連絡を行います。日時は双方の都合で決定いたします。 

３．講師依頼文書（病院長・看護部長・本人用）3通を同封し地域連携課宛てに 

郵送してください。講師依頼文書には①プログラム名②日程③対象④概要⑤本人氏名を 

必ず含めていただくようお願いいたします。 

 

【専門・認定看護師一覧】 

急性・重症患者看護専門看護師         奥田 美香 

がん看護専門看護師                  酒井 美紀子 

感染管理認定看護師                  垣内 由美、長谷川 麗子 

皮膚・排泄ケア認定看護師             大川 恵美、林 恵里、小林 葵 

小児救急看護認定看護師              渡邉 圭子 

集中ケア認定看護師                 高橋 知江、太田 美佳 

救急看護認定看護師                 上山 一樹、奥田 美香、鈴木 麻那 

新生児集中ケア認定看護師            松野 薫 

摂食・嚥下障害看護認定看護師         服部 節子 

手術看護認定看護師                  伊藤 大輔 

がん性疼痛看護認定看護師            川瀬 佐登美 

がん化学療法看護認定看護師          服部 利恵 

緩和ケア認定看護師                   小林 佑佳 

脳卒中リハビリテーション看護認定看護師  木嶋 美穂 

認知症看護認定看護師                 山本 理恵子 

 

【各分野の研修テーマ例】 ※研修テーマは一例です。研修内容はご要望に対応いたします。 

分野名 分野紹介 研修テーマ例 

急性・重症患者看護 

専門看護師 

急性期を中心とした看護ケア実践を始

め、倫理課題の検討、他分野や地域と

の調整機能の構築、様々な教育、研究

に関する支援を行います。 

・フィジカルアセスメントの基本 

・在宅人工呼吸器管理の基本 

・精神科救急に関する基礎 

・ACP（アドバンスケアプランニング） 

・臓器提供医療 

・倫理調整 

・医療安全管理    



分野名 分野紹介 研修テーマ例 

がん看護専門看護師 がん患者さん、ご家族の抱える様々な

問題を一緒に明らかにし、最善の道を

選ぶことをお手伝いします。 

現在はがんサポート室におり、在宅療

養を目指すがん患者さんにおいては、

サポートして頂く地域の方との連携を大

切にし、何でも相談できる窓口となれる

よう尽力しております。 

・がん患者の意思決定支援 

・スピリチュアルペインを理解する 

・がん看護における倫理問題 

・トータルペインから見る痛みの緩和 

・オピオイドを使用するがん患者の痛み

のコントロール 

感染管理 施設に関わるすべての人（患者さん、ご

家族、訪問者、職員）や環境を対象に、

どうすれば感染リスクを最小限に抑えら

れるか、対策を計画、実践、評価し「安

心・安全なサービスが受けられる、安心

して働ける」環境作りを目指して活動し

ています。 

・正しい手洗いで感染予防! 

 正しい手洗い方法、タイミングについ

てお話します。（手洗いチェッカーによる

洗い残しの確認も体験していただけま

す。 

*要相談） 

・感染対策の基本：標準予防策につい

て 

 個人防護具の着脱手順を確認しまし

ょう 

・毎年流行する感染症対策について 

（ノロウイルス感染症・インフルエンザ） 

  発生時の対応について 

吐物処理をやってみましょう。 

・食中毒の原因と予防 

・薬剤耐性菌の感染対策 

・感染対策お悩み相談 など 

皮膚・排泄ケア 褥瘡などの創傷管理、及びストーマ・失

禁などの排泄管理ケアをより専門的に

行う看護師です。 

・現場ですぐに役に立つ「ポジショニン

グ」のコツ！ 

・高齢者におけるスキン-テアの予防と

ケア方法 

・在宅に役立つストーマケア 

・基礎から学ぶ排泄ケア  など 

 

小児救急看護 小児救急看護を必要とする場面におい

て、子どもの権利擁護を尊重し、安全・

安心が守られた医療・看護が行える環

境をつくります。 

・子どもの BLSについて 

・救急場面における緊急度の判断方法

と対応 

・虐待の早期発見と対応方法  など 

 



分野名 分野紹介 研修テーマ例 

集中ケア ・生命の危機的状態にある患者に対しフ

ィジカルアセスメントを通して悪化させな

いケアを実践しています。 

・家族看護に取り組んでいます。 

・早期リハビリテーションを導入し、障害

を最小限におさえた看護を実践していま

す。 

・実践フィジカルアセスメント 

・クリティカルケア看護 

・人工呼吸器ケア 

・人工呼吸器に離脱にむけた取り組み 

・早期リハビリテーション   など 

救急看護 私たちは、院内外で生じる患者への応

急手当てやトリアージ（緊急度判定）、急

に状態が変わった時の対応方法や、状

態を変えさせない対応方法を実践、スタ

ッフへ指導しています。更に、災害が発

災した際のスムーズな初動体制を構築

できるように考えています。 

・心肺蘇生法を練習しよう 

・応急処置、急変時対応を練習しよう 

・緊急度を見極めよう 

・災害初動時の対応を考えよう 

新生児集中ケア 急性期にある新生児の病態変化を予測

し、重篤化の予防に努めます。また、生

理学的安定を図り神経行動学的発達が

促せるよう看護ケアの提供を行い、不安

な思いを抱える家族に寄り添い、看護を

行っていきます。 

・新生児や低出生体重児の看護 

・新生児蘇生法 

摂食・嚥下障害看護 ・嚥下チームの一員として、医師、病棟

看護師、言語聴覚士、管理栄養士と協

力し、嚥下機能（食べる能力）を評価し

ています。そして、個々の患者様に必要

な嚥下訓練を提供しています。 

また、患者様が食べやすい食事（嚥下

食）を提供しています。 

・摂食・嚥下障害看護の研修会を開催し

ています。 

・嚥下の基礎を理解しよう 

・嚥下機能評価ができるようになろう 

・嚥下障害に関するフィジカルアセスメ

ントを理解しよう 

・嚥下訓練方法について（間接訓練・直

接訓練、摂食姿勢など） 

・嚥下調整食やとろみ剤について 

・誤嚥しないように安全に食べるための

方法 

手術看護 患者の手術侵襲が最小限になるよう、

二次的な合併症を予防し、術後の早期

回復を促進します。 

・褥瘡・神経損傷を起こさない手術体位 

・麻酔や手術侵襲を考えた術中看護 

・周術期の体温管理と看護     

がん性疼痛看護 がんの痛みを有する患者さんに対して、

薬物療法の知識を活用し苦痛を緩和す

ることで、治療に専念できる環境、その

人らしく過ごせる時間を支援します。 

・がんの痛みを理解する 

・がん性疼痛治療を理解する 

・がん性疼痛治療に関係する薬物療法

について 

・がんの痛みを和らげるケアについて 



分野名 分野紹介 研修テーマ例 

がん化学療法看護 化学療法が安全・安心・確実に実施でき

るように、患者・家族の意思決定支援

や、看護師の投与管理、患者のセルフ

ケアの能力を活かした副作用対策につ

いて一緒に考え、お手伝いさせていただ

きたいと思っています。 

・化学療法に関すること 

・副作用やセルフケア、アピアランスケ

アに関すること    など 

緩和ケア 緩和ケアとは、患者様とその家族の心

身のつらさ・苦しみを和らげ、ＱＯＬの改

善に努め、“自分らしさ”を大切にしま

す。身体的な痛みだけでなく、精神的苦

痛、社会的苦痛、スピリチュアルな痛み

（＝トータルペイン）を緩和出来るような

ケアを行います。 

・緩和ケア 

・トータルペイン 

・看取り・エンゼルケア 

脳卒中リハビリテーション

看護 

・脳卒中発症後の重篤化回避のケア 

・セルフケア能力を高めるための適切な

リハビリテーション 

・脳卒中予防・再発のための健康管理

支援 

・脳卒中発症予防や早期発見 

・看護師で行う脳卒中発症後のリハビ

リテーション 

認知症看護 ・認知症の発症予防について（食生活、

運動習慣や生活習慣病と認知症の関連

について） 

・アルツハイマー型認知症の病期に応じ

た介入方法 

・４大認知症について（レビー小体型認

知症、脳血管性認知症、アルツハイマー

型認知症、前頭側頭葉変性症）の症状

の違いなど 

・認知症ケアの理念（パーソン・センター

ド・ケア）と考え方など 

・認知症の発症予防について（食生活、

運動習慣や生活習慣病と認知症の関

連について） 

・アルツハイマー型認知症の病期に応

じた介入方法 

・４大認知症について（レビー小体型認

知症、脳血管性認知症、アルツハイマ

ー型認知症、前頭側頭葉変性症）の症

状の違いなど 

・認知症ケアの理念（パーソン・センタ

ード・ケア）と考え方など 

 


